
解 答
オ 子ぼう 柱頭１ 問１ 問２ 問３

花粉が風で運ばれる ア ア問４ 問５ ① ②

エ 子葉 ゴーヤ（にがうり）問６ ① ② 問７

１５ ２０ １４ １６０・１８２ 問１ Ａ Ｂ 問２ 問３

１６ ８ １５ Ａ・Ｃ・Ｂ・Ｄ問４ 問５ 問６ 問７

エ ア イ・エ 右図３ 問１ 問２ 問３ 問４

２.０ ２０ しょうにゅうどう問５ 問６ 問７

河岸段丘 津波 アイスランド４ 問１ 問２ 問３

ギョウカイ岩 カコウ岩 チョウ石問４ 問５ 問６

熱を利用した地熱発電によりクリーンな電力を得ることができる。問７

解 説
１ 問１ 一般的に，昆虫によって花粉が運ばれて受粉する花（虫ばい花）は，花びらやがくが目立つ大きさや色をし

ています。また，よいかおりを出して昆虫をさそいます。このなかまには，アサガオ・ヘチマ・アブラナなどが

あります。一方，花粉が風に運ばれて受粉する花（風ばい花）は，目立ちません。花粉は軽く，大量につくられ

て，風に運ばれやすくなっています。このなかまには，マツ・スギ・トウモロコシなどがあります。

問５ トウモロコシの毛は，め花の柱頭・花柱の部分で，ここに花粉がついて受粉します。

２ 実験１より，ばねＡとＢを１㎝のばすために必要なおもりの重さは，それぞれ４０ｇと２０ｇとわかります。

問２ 図２で，てこがつり合うとき，ばねＢには８０ｇの力がかかっています。

問３ ばねＢをつるす位置がはじめの半分の位置になると，てこをつり合わせるために必要なおもりの重さは２倍

になります。したがって，１６０ｇのおもりをつるします。

問４ ばねＢにつるしたおもりの重さを□ｇとすると 「４０×２＋１６０×１＝□×２」が成り立ちます。これ，

より，□＝１２０となり，ばねＢの長さは１６㎝（１０＋１× ）となります。
２０

１２０

問６ Ａのおもりは１０ｇ（２０×１÷２ ，Ｃのおもりは１５ｇ（３０×１÷２ ，Ｄのおもりは４５ｇ（４５） ）

×２÷２）となります。

３ 石灰石（炭酸カルシウム）にうすい塩酸を加えると，二酸化炭素が発生します。

問２ 気体は水温が低いほどよくとけるため，(ｱ)は正しくありません。また，(ｲ)のように気泡が小さい方が，水

にふれる表面積が増えます。(ｳ)のように，背が高いビーカーを使った方が，気泡が水にふれる時間が長くなる

ため，気体が水にとけこみやすくなります。

問５ ３.０ｇの石灰石が塩酸３０ とちょうど反応するので，５.０ｇの石灰石を加えたときには２.０ｇがとけ安

残っていることになります。

問６ とけ残った２.０ｇをとかすには，すくなくとも２０ （３０× ）の塩酸が必要となります。安 ３.０
２.０

４ 問１ 土地の隆起と川の浸食がくり返されることで，階段状の地形の河岸段丘ができることがあります。

問５・６ カコウ岩は深成岩で，セキエイ，チョウ石，クロウンモなどが集まってできています。これらのつぶは，

比較的大きく，大きさがそろっています。
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